
都市内高速道路 における大規模サ ン ドブ ラス トについて

㈱鈴木塗装工務店 田 部 進

まえがき

今回、施工した高速湾岸線東西行きの塗替塗装工事においては、今までにない大規模な素地調整

(サンドブラスト工事)を 行い、希少な成果が得 られましたのでここに報告致 します。

一1一



1.経 緯

本一[事は、昭和55年 に 供川 した 高速湾岸線にお ける塗装面積=7、729.4㎡ の 既設鋼桁 の塗替塗

装工事で、 平成 ユ6年9月 か ら平成17年1月 まで 施工 しま した。施⊥箇 所 は、新設塗装 系はR

-B(有 機 ジンク リッチ ペ イン ト+塩 化 ゴム)で あ り、過去 にNU-C3(変1生 エ ポキシ+ボ リ

ウレタン)に て塗替 された のです が、新設時 塗膜 の有 機ジンク リッチペ イン トと塩 化ゴム塗料 ド

塗問の剥離が 多 く発 生 し、また付着不良部分 も多 く認め られていま した。

塗膜剥離 の原 因を、橋塗 協が調査 した結果 、次 の事柄が考察 され ま した。

(塗膜剥離状況写 真① 、②)
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塗替え塗料の溶剤による塩化ゴム系塗膜(新 設時の塗膜)の 膨潤軟化や溶解→収縮による内部

応用力の発生などが剥離の原因であったと判断されました。
一「事が発注され

、塗料 メーカーで現場調査を実施しましたが、その診断は橋塗協の見解と一致す

るものでした。

一部発錆も見受けられ ました。
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2.足 場 仮 設

⊥事受注後、施⊥計画立案の段階で足場強度等を考慮しパネル足場にて計画し仮設 しました。

ド面及び側面をSKパ ネルにて仮設し、中段足場は吊り足場としました。

(ド記写真参照)

(足場仮設完了全景)
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3.素 ±也調整

3-1電 動工具等による素地調整

有機ジンクリッ ト塗膜と塩化ゴム系塗料塗膜(い ずれ も新設時の塗膜)問 の付着不良部分が多

いことから協議の結果、有機ジンクリッ トペイント塗膜以外はすべて除去することとな りました。

付着性調査の結果から、当初は電動⊥具(丁 工具)で 対応できると判断しました。

しかし実際に施工してみると、サンドペーバーの目詰まりなども多く、施工効率が極端に悪くな

り、ブラスト処理等、他の工法を検討する必要が発生しました。

(写真⑤⑥参照)

(竃動⊥具及び手工具使用時σ)施工状況)

(写真⑤)
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(写真⑥)

3-2超 高 圧洗 浄(ウ オー ター ブラス ト)に よる素地調 整

電動工具等使用による素地調整から超高圧洗浄による素地調整を試みました。

コンプレッサーのシリンダー内に圧縮 した水(1800kgf/cm2)を 旧塗膜にあて、衝撃に

より旧塗膜を破壊 し洗い流す方法です。塗膜剥離が、スムーズに行われるように予め、電動工具

等で旧塗膜 に傷をつけました。そして、その隙間に高圧水が一気に入 り込み剥離が加速 しました。

超高圧洗浄機を使用しての作業は、当初の施工而積より倍以 ヒの作業効率がアップしましたが

使用する機材のリース料金 と操作するオペレーター、1乍業員の費用及び、水処理費等を算出して

みますと費用の而で高額になってしまいコマーシャルベースでの工事になりませんでした。

(写真⑦次項参照)
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(写真⑦)

3-3サ ン ドブラ ス トによる素地 調整

最終的に本⊥宇:において適用されたのは、サン ドブラストによる素地調整作業で した。しかし、

市街地におけるサン ドブラストには数々の問題点が想定されました。

(D問 題点

1)研 削材、旧塗膜による粉塵及び騒音発生に対する足場、養生、環境対策の問題。

2)施 一r一済み研削材による足場積載荷重の問題

3)研 削材、旧塗膜の産業廃棄物処理の問題

(2)対 応策

h記の問題点をクリアすべく下記の対応策を講 じました。

1)粉 塵 及び騒 畠;に対す る足場、養 生、環境対策

・現状 は、SKパ ネル にて仮設 されて います ので下 面及び1貼1[1全llllに養 生用 シー トを引き詰めて

研削 材及び 旧塗膜 が飛散 しな いよ うに しま した。

・施T .区間の両端 を コ ンパネ(4×910×1820)で 間 仕切 り、合せ[を ガム テープで貼 り

付け養生シー トにて床 版及び外 面壁 高欄 との隙間 を遮断 しました。

・サン ドブラ ス ト施 工中に発生す る粉塵 によ り視 界が悪 くなるため、照明設 備及 び送風機 を設 置

し施工箇所の換 気 に努 めま した。

また、環境 対策 と して 粉塵を養生 シー トで覆 った集塵袋 に詰めて、外部 に漏 れな いよ うに しま し

た。(写 真⑧次項参 照)

・騒音に対 しては、 周辺が工場地 帯で したが 作業時間帯 を9時 か ら16時30分 ま で と規制 しま

した。
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(写真⑧)

2)研 削 材によ る足場積載荷重

・SKバ ネル にお ける最大積 載荷 重は 、1枚(3850×/320≒5m-)あ た1〕1600kgで

あ り、研削材 の使用吊 を、1nイ あた り約 ユ0～15kg程 度 で設定 す ると最終 使用景は全体で11

0t～120tに な りました。(硅 砂3号)

そ れを、足場 面積 全体(2,654,8ni)で 割 る と41kg/niに な り積 載 荷重 は41kg/rri×

5ni/枚=205kgと な り全体で も安 全な数値にな り、現在仮設中の足場 で も許容範 囲内で した。

3)産 業 廃棄物 処理

・サ ン ドブラ ス トによ り発生した研 削 材及び 旧塗 膜片のサ ンプルを回収 し、 公的機関 に依頼 して

分析調査 を実 施 しました.そ の結果 を受 けて業者 を選定 し、運搬 及び処分 を依頼 しま した 。

(3)サ ン ドブ ラス ト施T状 況

1)使 用 機 材

本工事において使用 した機材(ブ ラス ト装 置、コ ンプ レッサー)は 以下 の ものです。

(ブ ラス ト装置) (コ ン フ レ ッ サ ー)
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2)現 場 ブラス1装 置 フローチャート

1エ アラインマスク1

圃
3)方 包_L手 川頁

① ノズルの先が 入 らない箇所及び 入 り隅等を予め電動⊥具 及び手工具等で ケ レンして お く。

② 高力ボル ト継T一部 を予め、塗膜剥離 剤を塗 布 してボル ト周 りのIL1塗 膜 が剥 離 しやすいよ うにし

てお く。

③ 全体をバラ打 ち程 度に して塗膜 を浮 か し、最後は電動 工具及び手工具等 で素地調 整する。

4)方 但_L斗犬量兄

¢4台 のブラス ト装置 を設置 して 、1且 月25口 よ り施⊥ を開始 し12月14[で 施 ⊥ を完 」'さ

せ ま した。実質の作 業日数 は20[問 で サ ン ドブラス ト工事 全⊥程 を完 」ノしま した.(7.729,41h

÷20目 ÷ ・1台=96.6ni/日)

② 通 常のサ ン ドブ ラス ト⊥ 土:は、除錆度 と表 面粗 さが品質管理 の貢要点 とな りますが今回 の施 ⊥

は、表面の旧塗膜のみ を剥離す る作業で した ので、全体 に研 削材をバラ打 ちす る程度で 、r・想以

上 に施⊥面積が1申び ま した。

③ 現場内で発 生す る粉塵 を、外部 に飛散 させ ないよ うに養 牛したのですが 日々道路上の車 両通過

時の風圧及び振動 によって、 シー ト及 びコンバ ネが外れて ・部粉塵が道路 上 に飛散す る恐 れがあ

りましたので、毎 日、作業開始前 に全員で養 生の設置状況 を確認 しま した。

④2ス パン完 了時 に塗装 工を人れて 、最終 素地調 整を実施 しました。(全 体で6ス バ ン)

電 動工具等によ り、残った旧塗膜の除去及 び日荒 らしを行 いました。

(下記写真⑨⑩参照)
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5)素 地調整完Jt状 況

以 ドの写真のとお り、旧塗膜(塩 化ゴム系)の 全面剥離が完rし ました。

(写真⑪⑫参照)
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一一部下 層の有機 ジン クリッチペ イ ン ト部 も剥 れ た箇所 もあ りま したが、有機 ジ ンクリッチペイ ン

ト以 外の旧塗膜 は 全て除去す る 申が出束ま した 。

(・D排 砂 回収 ・産 業廃棄物処理

・hl砂3号 は110t使 用 し(約15kg/㎡) 、その回収は 人力とバキ ュー ムlliに よ る吸JJIで 行 い、

下 部の公有地敷 地 内に仮置き集積 しました。

(写 真⑬ ⑭別 紙 参照)

・産業廃棄物処理 を行 う前に、搬出す る研削 材、塗膜片 を分析試験 し、 その結 果をもとに委託業

者 と協議 して 、安 全な管理型の埋 立てで処分 しま した。
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4.大 規模サン ドブラス ト工事施工の感想

大規模サ ン ドブラストを終えて率直な感想は、「大変な作業だったなあ」という ・言です。

市街地における大規模なサンドブラス ト⊥事 における問題点は、前節(3-2問 題点〉で述べた

とお り粉塵 ・騒音 ・環境対策 ・産業廃棄物処理であり、それ らをクリアー しなければ施工不1・∫能

でした。

今回施工場所が市街地でありながら、周辺が⊥場地帯であり民家が隣接 していなかった事や既

設桁の ド部が、公有地で幹線道路が横断していなかった事など、好条件が揃った施工場所だった

事も十}いし、無事にしかも問題を生じることなく⊥串:を完了しました。

しかし、 円々σ)施工管理においては、従来の素地調整作業管理よ り多 く管理項日が発生しまし

た。使用機材の点検li窪認及び素地調整の進捗状況の確認、養生状況の点検確認、現場周辺への飛

散防止点検確認、隣接する他⊥区との連絡調整等などです。サンドブラスト作業によ り発生した

産業廃棄物(研 削材、塗膜片)の 処理においては、環境問題を重視すべく、分祈検査及び安定型

埋、11二てを今後 とも推進してまいります。

これだけ広範囲に、市街地においてサン ドブラスト工事をしたのは初めてでしたが、作業にお

いての根幹は安全で、環境に優しく、経済的に施⊥するものと認識しております。以上の宰を踏

まえなが ら今後の仕串に反映すべく日々精進していきます。

5.今 後 の課題

今後 、塗 装の層間剥離 が 生じている現場 は 、 事前に現場調査及び 素地調整の検討 を充分に行 い

足場 ・防護 ・品質管理 ・環境問題を含めた 施 工計画のNl'二案 には、発注 者 と協議を弔ね る事が重要

と思われ ます。

本 工事が、無 事故無災害で しゅん功す る ことが できま したのも、関 係方 々の ご指導 、ご鞭燵

の賜物 と思 われ ます。 ここに御 礼申 し ヒげ ます。
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